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1. Introduction 

1.1 What is LAQ4 LoRaWAN Air Quality Sensor 

 

Dragino LAQ4 は、IoT システムのための LoRaWAN 対応エアークオリティセンサです。 周囲の

空気環境パラメータを測定できるように設計されています。 TVOC(Total Volatile Organic 

Compound)、eCO2(equivalent CO2)、温度、湿度を測定して LoRaWAN 無線プロトコルを介して

LoRaWAN ネットワークサーバーにアップロードします。 

 

IAQ(Indoor Air Quality)は、室内での活動や人間の生活にとってとても重要な要素です。 VOC

（揮発性有機化合物）は、特定の固体や液体から気体として放出されて室内の空気環境を悪化

させる原因となっています。 LAQ4 は、IAQ 測定のためのトレンドを提供し、他の TVOC センサ

ーと同様に TVOC と eCO2 により正確に測定できます。 

 

LAQ4 は、温度と湿度アラーム機能をサポートしており、ユーザーは即座にアラームを通知する

ことができます。 LAQ4 は、データログ機能をサポートしており、ユーザーは LoRaWAN ダウンリ

ンクコマンドからセンサーデータを取得することができます。 

 

各 LAQ4 には、LoRaWAN ネットワーク登録用のユニークなデバイスキーがあらかじめ用意され

ており、これらユニークなデバイスキーを LoRaWAN ネットワークサーバーに登録するとアクティ

ベーションをして自動接続されます。 
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1.2 仕様 

共通 DC 特性: 

 電源供給: built in 4000mAh Li-SOCI2 battery 

 適用温度: -40 ～ +85°C 

 

TVOC センサ: 

 0 ppb ～ 29206 ppb. （範囲外の値はクリップされます) 

 温度・湿度補正 

 

eCO2 センサ: 

 400 ppm ～  32768 ppm. (範囲外の値はクリップされます) 

注記！：eCO2（Equivalent Calculated Carbon-Dioxide）は、実際の CO2 とは異な

るものです。eCO2 は TVOC の値で計算されます。  

 温度・湿度補正 

 

 

温度センサ: 

 範囲: -40 ～ + 80°C 

 精度: Typ ±0.3 @ 0-90 °C 

 解像度: 0.01°C 

 ロングタームシフト: Typ  <0.02 °C/yr 

 

相対湿度センサ:  

 範囲: 0 ～ 99.9% RH 

 精度: ± 3%RH ( 0 ~ 100%RH) 

 解像度: 0.04% RH 

 ロングタームシフト: <0.25 %RH/yr 

 

LoRa 仕様: 

 周波数範囲,   

 Band 1 (HF): 862 ～ 1020 Mhz 

 168 dB 最大リンクバジェット. 

 高センシティビティ: down to -148 dBm. 

 防弾フロントエンド: IIP3 = -12.5 dBm. 

 優れたブロッキング性能 

 127 dB ダイナミックレンジ RSSI. 

 LoRaWAN 1.0.3 Specification 

 

電力消費: 

 ディープスリープモード / IDLE Mode: 9uA  

 サンプリングモード: 11.8mA @ 2s for every 60 seconds.  

 LoRaWAN 転送モード: 125mA.  
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バッテリー寿命 e: 

 7 ~ 10 ヶ月間.  

 

1.3 特徴 

 LoRaWAN v1.0.3 Class A 

 ウルトラ低電源消費 

 TVOC・eCO2・温度・湿度モニター 

 温度 & 湿度アラーム 

 帯域: CN470/EU433/KR920/US915 

EU868/AS923/AU915/IN865 

 ATコマンドによるパラメータ変更 

 タイミングの自動調整とリモートでデータ取得  

 周期的アップリングまたはインタラプト 

 ダウンリンクで設定変更 

1.4 アプリケーション  

 ホーム＆ビルディングオートメーション 

 インダストリアルモニタリング＆コントロールl 

 

1.5 デバイス構造 

 

 

1.6 ハードウェア変更ログ 

LAQ4 v1.0: 
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LAQ4 の使い方?  

1.7 LAQ4 のアクティベイション方法?  

LAQ4 は、2 つの動作モードがあります：  

 ディープスリープモード: LAQ4はLoRaWAN起動はありません。これは、超低消費電力モー

ドです。バッテリーを節約するために保管や出荷時に使用されます。  

 ワーキングモード: このモードでは、LAQ4 は LoRaWAN センサーとして動作し、LoRaWAN

ネットワークに参加してセンサーデータを IoT サーバーに送信します。各サンプリング

/tx/rx の間、LAQ4 は IDLE モードになり、IDLE モードでは LAQ4 はディープスリープモード

と同じ消費電力となります。  

 

LAQ4 はデフォルトではディープスリープモードに設定されていますが、アクティベートボタンでモ

ードを切り替えることができます： 

ACT（Activation）

で動作 

機能 アクション 

ACT ボタンを 1 秒

～3 秒の間で押す  

アップリンクス

テータステスト 

LAQ4がすでにLoRaWANネットワークにJoin している場

合、LAQ4 はアップリンクパケットを送信します。  

ACT ボタンを 3 秒

以上長押しする 

デバイスの有

効化 

緑色LEDが5回高速点滅すると、デバイスは動作モード

に入り、LoRaWAN ネットワークへの Join を開始します。

ネットワークへのJoin に成功すると、緑色 LED が 5 秒間

点灯します。  

4 秒間に 3 回、

ACT ボタンを素早

く押す 

キャリブレーシ

ョンの開始 

青色LED が 5 秒間点灯します。そして、LAQ4がキャリ

ブレーション処理を開始します。デバイスを静かな環境

に置き 30 分ほどお待ちください。  

5 秒間に 5 回、

ACT を素早く押す  

デバイスの無

効化 

赤色 LED が 5 秒間点灯します。これは LAQ4 がディープ

スリープモードに入っていることを意味します。  

 

1.8 どのように動作するか？  

LAQ4 は、LoRaWAN Class A エンドノード（OTAA）として動作します。各 LAQ4 は、世界的にユニ

ークな OTAA キーと ABP キーをセットにして出荷されます。 ユーザーは、OTAA キーまたは

ABP キーを LoRaWAN ネットワークサーバーに入力して登録する必要があります。 その後、

LAQ4を起動すると、LAQ4はLoRaWANネットワークにJoinし、空気品質データの送信を開始し

ます。各アップリンクのデフォルトの期間は 20 分です。  
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1.9 LoRaWAN ネットワークサーバー (OTAA)接続クイックガイド 

1.9.1 ネットワーク構成   

 

下図は、LAQ4 の典型的な LoRaWAN ネットワーク構成例です。この構成では： 

 DLOS8： LoRaWAN ゲートウェイとして使用します。LAQ4 からパケットを受け取り、

LoRaWAN ネットワークサーバーに渡します。  

 TTN The Things Stack V3： LoRaWAN ネットワークサーバとして使用します。TTN は、

LAQ4 の登録を処理し、その値をアプリケーションサーバーに届けます。  

 TagoIO： センサデータの見える化機能での LAQ4 のデータを処理するためのアプリケーシ

ョンサーバーとして利用します。 

 注記！：上記のゲートウェイやサーバーの代わりに他の部品を使用することも可能です。

 

DLOS8 はすでに TTN V3 に接続されているとします。あとは、LAQ4 を TTN に登録するだけで

す。 

 

＊TTN The Things Stack V3 欧州向けサイト 

↓ 

https://eu1.cloud.thethings.network/oauth/login 

 

 

1.9.2 LAQ4 を TTN V3 に接続 

ステップ 1: LAQ4 の OTAA キーを使って、TTN V3 でデバイスを作成します。 

各 LAQ4 には、以下のようなデフォルトのデバイス EUI が書かれたシールが貼られています。 

 

http://www.dragino.com/products/lora-lorawan-gateway/item/160-dlos8.html
https://eu1.cloud.thethings.network/
https://tago.io/
https://eu1.cloud.thethings.network/oauth/login
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これらのキーをLoRaWANネットワークサーバーのポータル管理画面で入力します。以下はTTN 

V3 のスクリーンショットです。 
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1. アプリケーションメニューにエンドデバイスを追加 

 

 

2. デバイスプロファイルを設定 
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3.  基本設定で APP EUI と Dev EUI を入力 

 

 

4. ネットワーク層の周波数帯を選択 

 



  www.dragino.com 

LoRaWAN エアークオリティセンサ LAQ4    13 / 40 

 

5. Join 設定で APP Key を追加 

 

 

ステップ 2: ペイロードフォーマッタを修正 

アップリンク用: 

Java Script を選択し、このリンクからダウンロードして TTN デコーダーを貼り付けます： 

↓ 

http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/LAQ4/Decoder/ 

  

＊下記のエリアになります。. 

 

http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/LAQ4/Decoder/
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ダウンリンク用: 

 

 

ステップ 3: アクティベートボタンを押して LAQ4 を起動させます。. 

 

ステップ 4: LAQ4 は DLOS8 がカバーするエリア内にあれば、LoRaWAN を経由して TTN ネット

ワークへのJoinを開始します。Joinに成功した後、LAQ4は、LoRaWANネットワークサーバーに

エアークオリティのセンサデータのアップリンクを開始します。アップリンクに成功した TTNコンソ

ールのキャプチャー画面を以下に示します。  
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1.9.3 TTN V3 から TagoIO へ連携 

TTN V3 は、LAQ4 の登録やデバイス管理を行う LoRaWAN ネットワークサーバーです。TTN V3

で表示されるセンサデータは、解析には不向きです。 そこで TTN V3 をアプリケーションサーバ

に接続して、LAQ4 が収集したセンサーデータをわかりやすく表示する必要があります。ここで

は TagoIO というアプリケーションサービスを例に説明します。 

 

＊TagoIO アプリケーションサービスサイト 

↓ 

https://TagoIO/ 

  

 

ステップ 1: 上記の TagoIO にアクセスしてアカウントを登録します。 

ステップ 2: デバイスを作成し、コネクタの選択で「Custom The Things Network」を選択します。  

 

 

Step 3: LAQ4 のデバイス名と Dev EUI を入力し、「Create my Device」をクリックします。  

 

  

https://tago.io/
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Step 4: オーソライゼーションの生成します。 

 
Step 5: ここに任意の名前を入れて、認証を生成します。  

 
 

Step 6: このオーソライゼ―ション情報をコピーして、TTN V3 に入れる必要があります。  
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Step 7: TTN V3 ポータルに戻り、Application --> Integration --> Webhooks 追加をクリックしま

す。 

  

 

 

Step 8: Webhook テンプレートの選択で TagoIO を選択します。  
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Step9: TagＩＯから Authorization Key を Webhook に入れます。 

Webhook の ID は任意の ID で構いません。 

  

 

 

Webhookを作成した後、TagIOとTTN V3の間にデバイスのリンクを作成しました。デバイスがペ

イロードを送信すると、TagoIO でアップデートを確認することができます。  
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Step 10: TagoIO でダッシュボードを作成し、LAQ4 のセンサデータ値の読み取りをよりわかりや

すく表示します。  

 

 

Step 11: Add Widget 
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ウィジェットの設定で、先ほど作成したデバイスを選択します。デバイスが TTN V3 からアップリ

ンク・ペイロードを受け取ると、TTN V3 に正しいデコーダが置かれます。TTN V3 で正しいデコー

ダを使用すると、TTN V3 は TagoIO に変数フィールドを送信します。TagoIO では、ユーザーはド

ロップリストから変数を選択し、チャート設定を保存することができます。  

 

 

下のグラフは設定後の結果です。 
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1.10 アップリンクデータ 

1.10.1 アップリンクインターバル 

デフォルトでは、LAQ4 は 20 分ごとにセンサーデータをアップリンクします。この間隔は、AT コ

マンドまたは LoRaWAN Downlink コマンドで変更できます。下記のリンクを参照してください： 

↓ 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_AT_Commands_and_Downlink_Commands#Change_Uplink_Interval 

 

注記！：アップリンクの間隔を変更しますと LAQ4 のバッテリー寿命に影響します。  

 

1.10.2 ペイロード分析 

 

LAQ4 は、ノーマルアップリンクの場合、下記のペイロードになります。  

 

 

 

 

 

 

下の図は、TTN V2 のペイロードです。. 

 

 

バッテリー： 

バッテリー量をチェックします。 

例 1: 0x0B45 = 2885mV  

例 2: 0x0B49 = 2889mV 

 

 

 

サイズ

(bytes) 

2 1 2 2 2 2 

値（バリュ

ー） 

バッテリ

ー 

アラーム

フラグ  

TVOC CO2 温度 湿度 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_AT_Commands_and_Downlink_Commands#Change_Uplink_Interval
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TVOC： 

具体例:  

例 1: 0x0001 = 1ppb  

例 2: 0x0007 = 7ppb 

注記！TVOC=0,の場合は、LAQ4 がキャリブレーション中であることを意味します。  

 

eCO2:  

具体例:  

Ex1: 0x0190 = 400ppm  

Ex2: 0x01be = 446ppm 

注記！eCO2=0 の場合は、LAQ4 がキャリブレーション中であることを意味します。  

 

 

温度:  

具体例:  

ペイロードが 0105H の場合：(0105 & FC00 == 0), 温度 = 0105H /10 = 26.1 度 

ペイロードが FF3FH の場合：(FF3F & FC00 == 1) , 温度 = (FF3FH - 65536)/10 = -19.3 度 

 

湿度:  

具体例    

ペイロード:0x(0197)=412 の場合, 値 412 / 10=41.2, つまり 41.2%です。 

 

アラームフラグ& MOD: 

具体例: 

If payload & 0x01 = 0x01   これはアラームメッセージが含まれている事を意味します。 

If payload & 0x01 = 0x00   これは通常のアップリンクメッセージで、アラームはありません。 

If payload >> 2 = 0x01  MOD=1 の場合、 これはサンプリングアップリンクメッセージです。 

If payload >> 2 = 0x31  MOD=31 の場合、このメッセージは LoRaWAN サーバーによるポーリングに対する応

答メッセージで、このメッセージにはアラーム設定が含まれています。詳細はこちらのリンク linkを参照してくださ

い。  
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1.11 キャリブレーション 
他の VOC センサーと同様に、より良い精度の測定値を得るためには、LAQ4 をキャリブレーションする必要があ

ります。 LAQ4 はベースライン値を用いて相対的な TVOC と eCO2 を算出します。キャリブレーション中、LAQ4

は自動ベースライン補正を行い、最適なベースラインを得て、次の読み取りでのTVOCとeCO2の計算に使用し

ます。  

 

最適なベースラインを得るためには、澄んだ空気/新鮮な空気でのキャリブレーションが非常に重要です。汚染

された空気中でキャリブレーションを行った場合、TVOC および eCO2 の測定値は、新鮮で澄んだ空気中のベー

スラインでの測定値よりも小さくなります。  

 

センサーには様々な物理的パラメータがあるため、TVOC と eCO2 の測定値はセンサーごとに異なります。しか

し、同じ環境下であれば、測定値の傾向は一致します。  

 

初めて LAQ4 をお使いになる場合は、空気の澄んだ場所に置き、起動ボタンを 3 回押してキャリブレーションを

開始してください。LAQ4 は最良のベースラインを得るために約 30 分必要です。 

 

LAQ4 には 2 つのキャリブレーションモードがあります：  

自動キャリブレーションモード: デバイスは毎日、過去 24 時間の最高の空気環境に合わせて自動調整されま

す。汚染された空気の中に 24 時間以上いると、汚染された基準線で校正されてしまい、大きな誤差が生じま

す。オフィスや家庭での使用に適しています。クールチェーン、温室、倉庫などの狭い空間では使用できませ

ん。  

 

手動キャリブレーションモード: デフォルトモードでは、ユーザーはアクティベートボタンを使用して手動でデバイ

スを較正する必要があります。クールチェーン、温室、倉庫などの狭い空間での使用に適しています。  

 

自動キャリブレーションモードと手動キャリブレーションモードの消費電力は同じです。  

 

LAQ4 はデフォルトでは手動キャリブレーションモードに設定されていますが、このモードでは以下のことが推奨

されます。毎月、最適な測定値を得るために、LAQ4 を空気の澄んだ場所や新鮮な場所に置いて、手動でキャ

リブレーションすることをお勧めします。長期間キャリブレーションを行わなかった場合、測定値は徐々に上昇し

ますが、傾向は変わりません。 
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1.12 TVOC と eCO2 の人的影響 
センサ目安値と人的影響の相関関係です。 

ＣＯ２＝二酸化炭素(ppm) 人的影響 

<500 通常ノーマル 

500-1000 少し不快  

1000-2500 疲れる 

2500-5000 不健康 

 

TVOC 濃度 (ppb) 人的影響 

<50 通常ノーマル 

50-750 不安になる、不快になる 

750-6000 抑うつ状態、頭痛 

>6000 頭痛などの神経系トラブル 
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1.13 データログ機能 

LAQ4 は、データログ機能をサポートしています。 ユーザーは、LoRaWAN ダウンリンクコマンド

を送信して、デバイスに保存されているセンサー値を取得することができます。 この機能を使

用するには、LAQ4に正しいUTC時間を設定する必要があります。 センサーの値を取得したい

場合は、The Things Network などの IoT プラットフォームからポーリングコマンドを送信し、必要

なタイムスロットでセンサーに値を送信するように依頼することができます。  

 

1.13.1 Unix タイムスタンプ 

 

LAQ4 は、Unix のタイムスタンプフォーマットをベースにしています。  

 

 

ユーザーは下記リンクからこの時間を得ることができます： 

↓ 

https://www.epochconverter.com/ : 

  

以下はコンバータの例です。 

 

そこで、AT+TIMESTAMP=1611889405 またはダウンリンク 3060137afd00 を使用して、現在の

時刻 2021 - Jan -- 29 Friday 03:03:25 を設定します。 

 

1.13.2 デバイスタイム設定  

デバイスの時刻を設定するには、2 つの方法があります： 

 

1. LoRaWAN MAC コマンド(デフォルト設定) 

MAC コマンドによる時刻同期を有効にするには、SYNCMOD=1 を設定する必要があります。 

 

https://www.epochconverter.com/
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LAQ4 が LoRaWAN ネットワークに Join すると、MAC コマンド(DeviceTimeReq)を送信し、サーバ

ーは(DeviceTimeAns)を返信して現在の時刻を LAQ4 に送信します。LAQ4 が、サーバーからの

時刻取得に失敗した場合、LAQ4 は内部時刻を使用し次の時刻要求を待ちます

（AT+SYNCTDC で時刻要求期間を設定、デフォルトは 10 日）。  

 

注記！：この MAC コマンド機能をサポートするには、LoRaWAN サーバーが LoRaWAN 

v1.0.3(MAC v1.0.3)以上をサポートしている必要があり、Chirpstack、TTN V3、loriotはサポートし

ていますが、TTN V2 はサポートしていません。サーバーがこのコマンドをサポートしていない場

合、このコマンドを使用したアップリンクパケットをスルーしてしまうため、SYNCMOD=1 の場合、

ユーザーは TTN V2 のタイムリクエストでパケットを失うことになります。 

 

2. 手動タイム設定 

手動で設定する場合は、SYNCMOD=0 に設定する必要があります。そうしないと、ユーザーが

設定した時間は、ネットワークサーバーが設定した時間で上書きされます。  

 

1.13.3 センサ値のポーリング  

ユーザーは、サーバーからのタイムスタンプに基づいて、センサーの値をポーリングすることが

できます。以下はダウンリンクコマンドです。  

 

1byte 4bytes 4bytes 1byte  

31 タイムスタンプ開始 タイムスタンプ終了 アップリング間隔 

 

タイムスタンプ開始時刻とタイムスタンプ終了時刻は、上記のように Unix タイムスタンプ形式を

使用します。デバイスは、この期間中に記録されたすべてのデータを返信します（アップリンク間

隔を使用）。  

 

例えば、ダウンリンクコマンド 31 5FC5F350 5FC6 0160 05 

2020/12/1 07:40:00 から 2020/12/1 08:40:00 までのデータを確認します。 

Uplink Internal =5s，つまり LAQ4 は、5 秒ごとに 1 パケットを送信します。 
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1.13.4 データログアップリンクペイロード  

アップリンクに呼応するデータログ・ポーリングアップリンクは以下のペイロード・フォーマットを使用し

ます。. 

 

受信データのペイロード 

サイズ

(bytes) 

2 1 2 2 4 

バリュー値 CO2 ＊Polling 

message flag & 

Ext 

温度 湿度 Unix タイムス

タンプ 

                    ↓ 

*Polling message flag & Ext 

ビット(bit) 7 [6:2]  1 0 

バリュー値 Polling message 

flag  

Mod Reserve Alarm Bit 

Polling Message Flag: 1: このメッセージはポールメッセージの返信です。 

モードは、Working Mode, reserve です。 

 

 ポーリングメッセージフラグが 1 に設定されています。  

 1 回のデータ入力は 11 バイトですが、通信時間とバッテリーを節約するため、デバイスは

現在の DR と周波数帯に応じて最大バイトを送信します。  

例えば、US915 バンドでは、異なる DR の最大ペイロードは： 

a) DR0: 最大で 11 バイトなので、1 エントリー分のデータ 

b) DR1: 最大 53 バイトなので、デバイスは 4 エントリデータアップロード（合計 44 バイト） 

c) DR2: 合計ペイロードには、11 エントリのデータが含まれます。 

d) DR3: 合計ペイロードには 22 エントリのデータが含まれます。 

もし、ポーリング時間内にデバイスがデータを持っていなければ デバイスは 0 の 11 バイト

をアップリンクします。 

 

事例:  

8019500 21/3/23 09:26:10 1 3370 sht_temp=23.52 sht_hum=38.4 tvoc=0 co2=400 alarm:false 

8019510 21/3/23 09:36:13 1 3368 sht_temp=23.48 sht_hum=39.4 tvoc=2 co2=418 alarm:false 

8019520 21/3/23 09:45:28 1 3370 sht_temp=23.35 sht_hum=41.2 tvoc=12 co2=483 alarm:false 

8019530 21/3/23 09:45:51 1 3361 sht_temp=23.39 sht_hum=40.1 tvoc=12 co2=483 alarm:false 

8019540 21/3/23 09:53:28 1 3359 sht_temp=23.32 sht_hum=39.5 tvoc=4 co2=428 alarm:true 

8019550 21/3/23 09:53:41 1 3361 sht_temp=23.35 sht_hum=43.1 tvoc=4 co2=428 alarm:false 

8019560 21/3/23 09:53:49 1 3364 sht_temp=23.35 sht_hum=45.4 tvoc=4 co2=428 alarm:false 

8019570 21/3/23 09:53:59 1 3359 sht_temp=23.36 sht_hum=47.0 tvoc=0 co2=400 alarm:false 
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もし、ユーザーが以下のダウンリンクコマンドを送信した場合、 

3160065F9760066DA705 

開始時刻 6059B428 = 時刻 21/3/23 09:26:00 

停止時刻 6059BAB8 = 時刻 21/3/23 09:54:00 

 

 

900184093001806059B432A20184092C018A6059B68DE30184091F019C6059B8B8E301840923

01916059B8CFAC0185091C018B6059BA98AC0184091F01AF6059BAA5AC0184091F01C6605

9BAAD900184092001D66059BAB7 

 

最初の11バイトは、最初のエントリのためのものです: 

900184093001806059B432 

Co2=0x0190=400     

poll message flag & mode & alarm flag =0x84,means reply data,mode=1,alarm=false 

Temp=0x0930/100=22.00 

Hum=0x0180/10=32.6 

Unix time is 0x6059B432=1616491560s=21/3/23 09:26:00 

 

 

 

1.14 アラーム機能 

注記！：アラーム機能を使用すると、バッテリーの寿命が短くなります！ 
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アラーム機能を搭載した LAQ4 のワークフローです。  

 

 

 

AT+CO2、AT+ATEMP、AT+HUM コマンドを使用して、アラームの下限値や上限値を設定するこ

とができます。 デバイスは 1 分ごとに CO2、温度、湿度をチェックし、温度が下限値よりも低い

場合、または上限値よりも高い場合、LAQ4 はサーバーにアラームパケットを送信します。 

LAQ4 は、確認されたアップリンクモードに基づいて、サーバーにアラームパケットを送信しま

す。 
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下記キャプチャ画面はアラームパケットの例です（TTN v2 の場合） 
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1.15 LED ステータス 

LAQ4 は、3 色の LED が搭載されており、ステージの違いを簡単に見分けることができます。  

 

ユーザーがサイドボタンを押している間、LED は下記のように動作します。 

↓ 

LED status with ACT button.  

 

ノーマル動作モード： 

 各アップリンク時、LED が点滅します: 

 青色 LED: キャリブレーションが完了すると、青色 LED が 1 回点滅します。 

 赤色 LED: キャリブレーション中の場合は、赤色ＬED が 1 回点滅します。  

 ダウンリンクが成功するたびに、紫色 LED が 1 回点滅します。 

 

1.16 ボタン機能 

サイドボタンは、異なるステータスに切り替えるために使用され、詳細はこのリンクを参照してく

ださい。 

↓ 

ACT button Function 
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2. AT コマンド or LoRaWAN ダウンリンクで LAQ4 設定 
  

LAQ4 は、LoRaWAN ダウンリンクコマンドや AT コマンドによる設定に対応しています。  

 異なるプラットフォームのためのダウンリンクコマンドインストラクション：  

↓ 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=Main_Page#Use_Note_for_Server 

 

AT コマンドアクセスインストラクション: 

↓ 

LINK 

 

コマンドには 2 つの種類があります。一般的なものと、このモデル特別なものです。 

2.1 一般設定コマンド 

これらのコマンドは設定を行うためのものです： 

 アップリンクの間隔など、一般的なシステム設定を行います。  

 LoRaWAN プロトコルと無線関連コマンド  

これらのコマンドは、wiki に掲載されています：  

↓ 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_AT_Commands_and_Downlink_Commands 

   

2.2 センサ関連コマンド 

2.2.1 eCO2 アラームスレッシュホールド設定 

 AT コマンド: 

AT+ CO2=min,max   // min =0 or > 400, max =0 or < 64000 の場合 

 min=0、max≠0 のとき、max より大きい場合アラームが鳴ります。 

 min≠0、max＝0 のとき、min より低い場合アラームが鳴ります。 

 min≠0、max≠0 のとき、max より高い場合あるいは。min より低い場合アラームが

鳴ります。 

具体例:  

   AT+ CO2=0,3000   // CO2 が 3000ppm 以上になるとアラームが鳴ります。  

 

 Downlink ペイロード:  

0x(10 01 00 00 01 F4):  // AT+ CO2=0,500 

（注記！：下限値（未設定）の場合、第 3 バイトと第 4 バイトは 0x0000、第 5 バイトと第 

6 バイトは 0x01F4 です。最大上限設定：500 を超えるとアラームが鳴ります） 

 

 

 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=Main_Page#Use_Note_for_Server
http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_AT_Commands_and_Downlink_Commands
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2.2.2 温度アラームスレッシュホールド設定 

 AT コマンド: 

AT+SHTEMP=min,max  //最小値＝0 または＞-40、最大値＝0 または＜125 の場合 

 min=0、max≠0 のとき、max より大きい時アラームが鳴ります。 

 min≠0、max＝0 のとき、min より低い時アラームが鳴ります。 

 min≠0、max≠0 のとき、max より高い時 min より低い時にアラームが鳴ります。 

具体例:  

   AT+ATEMP=0,30   // 温度が 30℃以上になるとアラームが鳴ります。  

   AT+ATEMP=-20,0  // 温度が-20℃以下になるとアラームが鳴ります。 

 

 Downlink ペイロード:  

0x(10 02 00 1E):  //Set AT+ATEMP=0,30 

(注記！：第 3 バイト＝0x00 は下限値（未設定）、第 4 バイト＝0x1E は上限値：30 です) 

 

0x(10 02 EC 00):  //Set AT+ATEMP=-20,0 

(注記！：-20 の Hex コードは EC です。下の Windows 電卓を参照ください) 

 

 

 

2.2.3 湿度アラームスレッシュホールド設定 

 AT コマンド: 

AT+HUM=min,max  // min =0 または> 0、max =0 または< 100 の場合 

 min=0、max≠0 のとき、max より大きい時アラームが鳴ります。 

 min≠0、max＝0 のとき、min よりも低い時アラームが鳴ります。 

 min≠0、max≠0 のとき、max より高い時、または min より低い時アラームがなりま

す。 

具体例:  

   AT+HUM=70,0   // 湿度が 70％以下になるとアラームが鳴ります。  

 

 Downlink ペイロード:  

0x(10 03 46 00):  //Set AT+SHTHUM=70,0 

(注記！：第 3 バイト＝0x46 が下限（70％）、第 4 バイト＝0x00 が上限（非設定）)  
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2.2.4 アラームインターバル設定 

 2 つのアラームパケットの最短時間(単位：分) の設定です。 

 AT コマンド: 

AT+ATDC=5  // 2つのアラームパケットの最短間隔は 5 分であり、アラームパケットがアップリ

ンクされた場合、次の 5 分間に次のアラームパケットが来ることはありません。  

 

 Downlink ペイロード:  

0x(11 00 05)     ---> AT+ATDC=0x 00 05 = 5 分に設定します。 

 

 

2.2.5 アラーム設定のポーリング 

LoRaWAN のダウンリンクコマンドを送信し、デバイスにアラーム設定の送信を依頼できます。  

 

 Downlink ペイロード:  

0x12 01  

 

TTN V2 の画面キャプチャーです。 

 

説明内容：  

 Alarm & MOD bit が 0x7C, 0x7C >> 2 = 0x31: このメッセージがアラーム設定メッセージで

あることを意味します。 
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2.2.6 キャリブレーションモード設定 

 AT コマンド: 

AT+CALMOD=1   // 手動キャリブレーションモードに設定  

AT+CALMOD=2   // 自動キャリブレーションモードに設定 

 

 Downlink ペイロード:  

0x(0B 01)     ---> 手動キャリブレーションモードに設定. 

0x(0B 02)     ---> 自動キャリブレーションモードに設定 

 

 

2.2.7 センサをキャリブレーション 

 

エアセンサーを手動でキャリブレーションします。このコマンドを使用する際は、デバイスを新鮮

な空気の環境に置いてください。  

 

 AT コマンド: 

AT+CLRBSLI  // ベースラインをクリアし、エアセンサーを再キャリブレーションします。  

 

 Downlink ペイロード：  

0x(13 01)     ---> AT+CLRBSLI と同じ内容です。 

 

 

2.2.8 システムタイムを設定 

特徴 システム時刻の設定は、unix 形式です。 

↓ 

See here for formmat detail.  

AT コマンド:  

コマンド例  機能 

AT+TIMESTAMP=1611104352 
OK 

Set System time to 2021-01-20 00:59:12 

 

Downlink コマンド:  

0x306007806000  // タイムスタンプを 0x(6007806000)に設定、AT+TIMESTAMP=1611104352

と同じ内容です。 
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2.2.9 タイム同期モード設定 

機能： LoRaWAN MAC コマンド（DeviceTimeReq）によるシステム時刻の同期を有効／無効にし

ます。 このコマンドに応答するには、LoRaWANサーバーがv1.0.3プロトコルをサポートしている

必要があります。  

 

SYNCMOD はデフォルトで 1 に設定されています。LoRaWAN サーバーと異なる時間を設定した

い場合は、0 に設定する必要があります。  

 

AT コマンド:  

コマンド例 機能 

AT+SYNCMOD=1 
Enable Sync system time via LoRaWAN MAC Command 

(DeviceTimeReq) 

 

Downlink コマンド:  

0x28 01 // AT+SYNCMOD=1 と同じ内容になります。 

0x28 00 // AT+SYNCMOD=0 と同じ内容になります。 

 

2.2.10 タイム同期インターバル設定 

特徴：システム時刻の同期間隔を定義します。SYNCTDC のデフォルト値：10 日となります。  

AT コマンド 

コマンド例 機能 

AT+SYNCTDC=0x0A Set SYNCTDC to 10 (0x0A), so the sync time is 10 days.  

 

Downlink コマンド 

0x29 0A // AT+SYNCTDC=0x0A と同じ内容になります。 

 

2.2.11 センサ履歴値をポーリング 

下記をご参照ください。 

↓ 

Poll Data 
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バッテリー情報 

 

LAQ4 は、ER18505 電池（3.6v）を使用しています。 電池が切れた場合、ユーザーは交換

用に ER18505 電池を購入し交換することができます。それは異なるローカルサプライヤー

から入手可能です。  

 

LAQ4 の電池寿命は、通常約 7~10 ヶ月ですが、電池寿命にはいくつかのパラメータの設定によ

り影響します。詳細については、こちらの消費レポートをご覧ください： 

↓ 

http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/Battery_Analyze/  

 

 

  

http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/Battery_Analyze/
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3.  AT コマンド使用 

3.1  AT コマンドアクセス 

ユーザーの皆様は、市販の USB-TTLアダプタを使用して LAQ4 に接続し、ATコマンドを使用し

てデバイスを設定することができます。 下記に手順を説明します。  
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4. FAQ 

4.1 LAQ4 の周波数帯域幅は？  

LAQ4 バージョンは、各国によって対応する周波数帯が異なります。以下は各モデルの動作周

波数と推奨バンドの表です： 

Version LoRa IC Working Frequency Best Tune 

Frequency 

Recommend Bands 

433 SX1278 Band2(LF): 410 ~525 Mhz 433Mhz CN470/EU433 

868 SX1276 Band1(HF):862~1020 Mhz 868Mhz EU868/IN865/RU864 

915 SX1276 Band1(HF):862 ~1020 Mhz 915Mhz AS923/AU915/ 

KR920/US915 

 

 

4.2 eCO2 と CO2 の違いはなんですか?  

 

eCO2（Equivalent Calculated Carbon-Dioxide）は、実際の CO2 センサとは異なるものです。

eCO2は、TVOCの値で計算されます。 TVOCとは、Total Volatile Organic Compounds（総揮発

性有機化合物）の略で、CO2 以外にも多くのガスで構成されています。 そのため、TVOC で計

算された eCO2 は、実際の CO2 レベルを代表するものではありません。 実際の CO2 レベルの

みを測定するには、単一の CO2 センサーが必要となります。 

 

 

4.3 周波数プランとは？ 

 

下記の Dragino End Node Frequency Plan の詳細ページをご参照ください： 

↓ 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_Frequency_Band  

 

 

4.4 ファームウェアアップデートの方法は？ 

  

ユーザーの皆様は、1）バグフィックス、2）新機能のリリース、3）周波数プランの変更のために、

ファームウェアをアップグレードすることができます。アップグレード方法については、こちらをご

覧ください。 

↓ 

http://wiki.dragino.com/index.php?title=Firmware_Upgrade_Instruction_for_STM32_base_products#Hardware_Upgrade_Method

_Support_List  

 

ファームウェアソースと変更ログはこちらから… 

↓ 

http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/LAQ4/Firmware/  

http://wiki.dragino.com/index.php?title=End_Device_Frequency_Band
http://wiki.dragino.com/index.php?title=Firmware_Upgrade_Instruction_for_STM32_base_products#Hardware_Upgrade_Method_Support_List
http://wiki.dragino.com/index.php?title=Firmware_Upgrade_Instruction_for_STM32_base_products#Hardware_Upgrade_Method_Support_List
http://www.dragino.com/downloads/index.php?dir=LoRa_End_Node/LAQ4/Firmware/
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5. 注文情報 

 

商品番号: LAQ4-XXX 

 

XXX: 周波数帯域を示します。 

 AS923: LoRaWAN AS923 band（日本市場向け） 

 AU915: LoRaWAN AU915 band 

 EU433: LoRaWAN EU433 band 

 EU868: LoRaWAN EU868 band 

 KR920: LoRaWAN KR920 band 

 US915: LoRaWAN US915 band 

 IN865: LoRaWAN IN865 band 

 CN470: LoRaWAN CN470 band 

 KZ865: LoRaWAN KZ865 band 

 

 

6. 梱包情報 

下記の商品内容が含まれます： 

 LoRaWAN エアクオリティセンサ LAQ4 本体 x 1 個 

 

寸法と重量: 

 デバイスサイズ: 110 x 70 x 30 mm 

 デバイス重量: 130g 

 Package Size: 140 x 75 x 55 mm 

 Package Weight: 190g 

 

 

7. サポート 

 あなたの質問がすでにウィキで回答されているかどうかを確認してください。wiki. 

 サポートは、月曜日から金曜日の 09:00 から 18:00 GMT + 8 まで提供されます。 タイムゾー

ンが異なるため、ライブサポートを提供できません。 ただし、あなたの質問は前述のスケジ

ュールでできるだけ早く回答されます。. 

 お問い合わせに関して可能な限り多くの情報を提供し（製品モデル、問題を正確に説明

し、問題を再現する手順など）、E メールで送信して下さい。 

support@dragino.com 

http://wiki.dragino.com/
Hidetoshi/ANE児玉さん/support@dragino.com

